第12章ビーン管理永続性のための実体ビーンコンポネント契約

12.1 ビーン管理実体永続性の概観

実体ビーンは，基本的なデータベースに蓄えられた実体又は既存のエンタプライズアプリケーション（例えば，メインフレームプログラム又はERPアプリケーション）によって実装された実体のオブジェクトビューを実装する。実体ビーンインスタンス及び基本的なデータベースの間での実体の状態を転送するためのデータアクセスプロトコルは，オブジェクト永続性として参照される。

ビーン管理永続性のための実体ビーンコンポネントプロトコルは，実体Bean提供者に実体ビーンの永続性を実体ビーンクラスに直接又は実体ビーンクラスが提供する一つ以上のヘルパークラスに実装することを許す。
多くの場合，基本的なデータソースは，データベースというよりは既存のアプリケーションとなる。

図35　実体ビーンによりアクセスされる基本的なデータソースの利用側ビュー

(a) 実体ビーンは，データベースのレコードのオブジェクトビューとする。

(b) 実体ビーンは，既存アプリケーションのオブジェクトビューとする。
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